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開  会（午後２時～） 

 

○事務局 定刻でございます。ただいまから第150回通常総会を開催いたします。 

 ただいまのところ、書面による御参加を含めまして、63保険者の御出席をいただいてお

ります。国民健康保険法施行令第26条を準用いたします同施行令第13条第１項の規定によ

る定足数を満たしておりますことを御報告申し上げます。 

 それでは、次第に従いまして、理事長から御挨拶を申し上げます。よろしくお願いいた

します。 

 

理事長挨拶 

 

○理事長 皆様方には、大変お忙しい中、また、非常な酷暑の中、本総会に御出席を賜り

まして誠にありがとうございます。皆様方には日頃から当会の事業運営に対しまして格別

の御理解、また御協力を賜っておりますことを、この場をお借りいたしまして改めて御礼

を申し上げます。 

 初めに、本会をめぐる情勢につきまして、若干触れさせていただきます。 

 ５月に成立いたしました健康保険法の改正におきましては、国保連合会が担うべき業務

といたしまして、医療費適正化のための情報の収集、分析、そして、その結果の活用促進

が追加をされました。また、レセプト等の分析を通じた医療費適正化につきましても明記

をされたところでございます。本会といたしましては、基幹業務でありますレセプトの審

査支払業務の一層の質的向上を図りまして、具体的な取組を進めていく必要があるものと

考えております。 

 本日は、令和４年度の事業報告及び決算等を御審議いただくわけでございますが、昨年

度の本会の主な事業といたしまして、国のデータヘルス改革におけます基盤整備に位置づ

けられました審査支払機能に関する改革工程表に沿いまして、都道府県間の審査基準の整

合性を図りますとともに、支払基金と国保側のシステムの共同開発、また共同利用に関す

る取組を順次進めてきております。加えまして、これらの取組を踏まえました令和６年の

次期国保総合システムへの移行、切替えに向けた準備につきましても着実に進めてまいっ

たところでございます。 

 また、第３次経営計画につきましては、第３期実施計画の目標達成に向けまして、各部、
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各課におきまして業務の効率化など、改善に取り組んできたところでございます。 

 このほか各種事業につきましては、後ほど事務局から御説明いたしますが、３年に１度

の役員改選の時期でもありまして、人事案件も含め本日の総会での提案、提出案件につき

まして十分な御審議をいただき、御承認賜りますようお願い申し上げまして、私からの冒

頭の挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

○事務局 ありがとうございました。 

 

議長、副議長選任 

 

○事務局 続きまして、議長、副議長の選任でございます。時間の関係もございますので、

大変僣越とは存じますが、事務局から御指名をさせていただきたいと存じますが、いかが

でしょうか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。 

 それでは、御指名をさせていただきます。 

 議長には、港区長・武井雅昭様、副議長には、東京食品販売国民健康保険組合理事長・

鵜飼良平様、以上のお二方にお願いを申し上げます。 

 それでは、武井議長に御挨拶をいただき、引き続き議事進行につきましても、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長 正副議長を代表いたしまして一言御挨拶を申し上げます。 

 ただいま皆様から御賛同いただきまして、鵜飼副議長とともに正副議長を務めさせてい

ただくことになりました。これから議事に入るわけでございますが、議事進行に当たりま

しては皆様の御協力をお願い申し上げまして、簡単ではございますが、御挨拶とさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議事録署名人指名 

 

○議長 それでは、次第に従いまして議事を進めてまいりたいと存じます。 

 初めに、本総会の議事録署名人を指名させていただきます。 

 本総会の議事録署名人には、杉並区長の岸本聡子様、町田市長の石阪丈一様、東京土建
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国民健康保険組合理事長の石村英明様、以上の３名の方にお願いを申し上げます。よろし

くお願いいたします。 

 

議案審議 

 

○議長 それでは、早速、議事に入りたいと存じます。 

 恐れ入りますが、お手元の議案書２―１の目次をお開き願います。御覧のとおり、報告

事項は、監事の監査について外３件、議決事項は、令和４年度事業報告についてから役員

の選任についてまでの14件の議案について御審議いただくわけでございます。 

 それでは、議案書によりまして、報告事項から議事を進めてまいります。 

 はじめに、報告事項の１、監事の監査についてを上程いたします。それでは、常勤監事

から御報告をお願いいたします。 

○常勤監事 私からは、最終的に令和５年７月６日に実施いたしました監査について御報

告いたします。恐れ入りますが、議案書の２―１の３ページを御覧いただきたいと存じま

す。 

 令和４年度東京都国民健康保険団体連合会の活動について、本会規約第42条に基づき事

業報告書、財産目録、収支決算書及びそれらを補足する資料に基づき監査を行ったところ、

単式簿記、現金主義に基づく会計基準及び本会で定めている規定等並びに国等が示してい

るその運用方法に則り、財務に関する事務の執行及び経営に係わる事業の管理は、適正に

管理執行されていることを認めましたので、御報告いたします。 

 以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。ただいまの報告についての御質疑は、後ほど御審議い

ただきます令和４年度事業報告及び各会計決算の際に併せてお願いいたします。 

 次に、報告事項の２、理事の専決処分についてを議題といたします。 

 本件につきましては、急施を要し、理事会を開催するいとまがなかったため、専決処分

した事項につきまして御報告するものです。それでは、事務局から説明をお願いします。 

○事務局 総務部長でございます。 

 恐れ入ります、議案書２―１、１ページをお願い申し上げます。報告事項２、理事の専

決処分についてでございます。おめくりいただきまして、５ページをお願いいたします。 

 国民健康保険法第86条において準用する同法第25条第２項の規定により、令和５年４月



- 4 - 

 

21日に理事の専決処分とさせていただきましたので、御報告申し上げます。 

 予算補正の趣旨でございます。本会は、区市町村事務の負担軽減の観点から、新型コロ

ナウイルス感染症に係るワクチン接種費用等の請求支払事務を実施してまいりました。ワ

クチンの接種期間は本年３月31日までとされていたところですが、重症化予防等の観点か

ら、厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会において、同期間を令和６年３月31日まで

延長することが決定され、厚生労働省からの協力要請により、ワクチン接種費用の請求支

払事務を引き続き連合会が実施することとされたことから、当該事務に係る費用及び医療

機関等に支払うワクチン接種費用を計上するため、令和５年度予算の補正を行ったもので

ございます。 

 ９ページの業務勘定の事項別明細書を御覧願います。左側の歳入です。８款、事務費、

１項10目、新型コロナウイルスワクチン接種事務費、補正額５億400万円、事務経費に係

る事務費の受入れです。 

 次に、右側の歳出です。１款、総務費、３項４目、新型コロナウイルスワクチン接種事

業費、補正額は歳入と同額の５億400万円、ワクチン接種費用の支払事務に係る業務委託

費等でございます。 

 次に、13ページの抗体検査等費用に関する支払勘定の事項別明細書を御覧願います。左

側の歳入です。１款、抗体検査等費用受入金、１項２目、新型コロナウイルスワクチン接

種費用受入金、補正額45億3,600万円、ワクチン接種費用の受入れです。 

 次に、右側の歳出です。１款、抗体検査等費用支出金、１項２目、新型コロナウイルス

ワクチン接種費用支出金、補正額は歳入と同額の45億3,600万円、ワクチン接種等費用の

医療機関等へ支出する額です。 

 以上で専決処分の報告を終わります。 

○議長 事務局の報告は終わりました。御意見、御質疑ございましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 それでは、特にございませんようですので、御了承いただきたいと存じます。 

 次に、報告事項の３、第３次経営計画についてを上程いたします。それでは、事務局か

ら説明を願います。 

○事務局 常務理事でございます。 

 報告事項３、第３次経営計画についてでございます。お手元の資料１、第３次経営計画
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令和４年度実績報告及び別紙、総括概要をお願いいたします。 

 第３次経営計画における第３期実施計画の２年目に当たる令和４年度の執行状況につい

ては、各計画の進捗管理を行う内部会議を定期的に開催するとともに、去る６月30日には

外部の有識者で構成する経営評価委員会を開催し、客観的な評価や助言をいただきました。

 それらの内容をお手元の第３次経営計画令和４年度実績報告及び総括概要にまとめまし

たので、後ほど御覧いただければと存じます。 

 また、御承知のとおり、現在、国においては医療ＤＸをはじめデジタル技術の活用によ

る様々な改革を急速に進めており、保険者や本会を取り巻く環境が大きく変化してきてお

ります。そのため、この変化に対応した新たな経営計画を現在検討しているところです。 

 計画の策定に当たりましては、保険者様からの御意見も募集し、内容に反映させていき

たいと考えておりますので、その際には御協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長 事務局の報告は終わりました。御質疑、御意見ございましたらお願いいたします。

特によろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 それでは、御質疑、御意見がないようですので、御了承いただきたいと存じます。 

 次に、報告事項の４、東京ほけんサポートセンターの状況についてを上程いたします。

事務局から説明を願います。 

○事務局 報告事項４、一般社団法人東京ほけんサポートセンターの状況について報告申

し上げます。 

 東京ほけんサポートセンターについては、多様化する保険者、広域連合等、関係団体の

ニーズを見据え、必要とされます事務事業を効率的に実施しつつ、組織の肥大化を避ける

観点から平成20年３月に設立いたしました。 

 保険者の皆様に設立の報告を行った際に、今後、運営状況や決算については、本会の基

幹会議に報告することとしております。 

 それでは、お手元の資料２―１をお願いいたします。令和４年度の事業報告です。 

 項番１、法人の運営については、社員総会を１回、理事会を５回、監事監査を２回開催

いたしました。また、毎月、出納検査を実施しております。 

 次に、項番２、レセプト点検事業ですが、(1)後期高齢者医療分については、資格点検

で年間約130億円、内容点検で約10億円を医療機関との間で過誤調整いたしました。 
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 (2)国保分の内容点検では、年間約５億円を医療機関との間で過誤調整いたしました。 

 次に、項番３、特定健診の電子化事業移行については、保険者様や都内の地区医師会な

どから受託し、項番４の妊婦乳児健康診査申請書に係る事業と項番５の風しん対策受診票

等に係る事業につきましても、御覧のとおり、それぞれの処理を実施いたしました。 

 続きまして、資料２―２をお願いいたします。こちらは、去る５月25日開催のサポート

センターの第22回社員総会議案の抜粋です。こちらにより決算状況を説明申し上げます。 

 はじめに、左側の令和４年度末の貸借対照表です。資産の部、資産合計４億7,518万5,6

16円、負債の部、負債合計3,919万4,964円、純資産の部、純資産合計で４億3,599万652円

となり、借方、貸方のそれぞれの合計は４億7,518万5,616円となります。 

 続きまして、中ほどの損益計算書です。まず売上高ですが、特定健診の電子化手数料、

点検業務受託料等の合計で売上総利益金額は５億9,866万3,777円となります。 

 次に、販売費及び一般管理費は、人件費、経費の合計で５億4,272万7,147円となり、差

引き5,593万6,630円の営業利益金額に営業外収益、公課費を加減算いたしました当期純利

益金額は、最下段ですが、3,621万5,608円となっております。 

 右側の純資産変動計算書につきましては、後ほど御覧願います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長 事務局の説明は終わりました。御質疑、御意見ございましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 御質疑、御意見はないようですので、御了承いただきたいと思います。 

 それでは、議決事項に移らせていただきます。第１号議案、令和４年度事業報告につい

てから、第11号議案、令和４年度退職金特別会計歳入歳出決算についてまででございます

が、これらは事業報告と各会計決算でございまして、それぞれ関連がございますので、一

括して議題に供します。事務局から説明を願います。 

○事務局 議案書２―１を少しめくっていただきまして、15ページをお願いいたします。

第１号議案、令和４年度本会事業報告についてから、次のページ、第11号議案、令和４年

度本会退職金特別会計歳入歳出決算につきましては、別冊２―２のとおり認定されたい。 

 それでは、別冊２―２、厚いほうの議案書をめくっていただきまして、１ページをお願

いいたします。限られた時間でございますので、概略の説明となりますが、よろしくお願

い申し上げます。 
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 令和４年度本会事業報告です。Ⅰ、運営報告ですが、冒頭の理事長の挨拶と重複いたし

ますので、後ほど御覧いただき、２ページのⅡ、事業報告です。 

 第１、総会及び役員会の開催では、１の総会は２回開催し、２、役員会の(1)理事会等

のア、理事会を３回開催し、また、３ページ、イの事業計画及び予算に関する委員会を２

回開催、(2)の監事監査が２回実施されました。 

 第２、国保制度の改善と財政強化のための活動では、国及び東京都等に対し要請を行い

ました。 

 次に、４ページをお願いいたします。第３、「国保事業充実強化推進運動」の支援では、

１の保険料（税）収納率向上対策事業以下、５ページにかけまして、２の医療費適正化に

関する講習会等を開催いたしました。 

 第４、保険者等との連絡、調整では、１の各種連絡協議会への参加等のほか、次の６ペ

ージの最下段、(5)国保講演会までについて実施いたしました。 

 次に、７ページをお願いいたします。第５、保健事業では、１の保険者等が行う保健事

業への支援から、少しめくっていただきまして、10ページの６、東京都在宅保健師の会の

運営まで、記載のとおり各種講演会の開催や情報提供などを行いました。 

 次に、11ページをお願いいたします。第６、特定健康診査・特定保健指導等に関する事

業では、１のデータ管理及び費用決済に係る事務から、12ページの３、法定報告情報の作

成までを実施いたしました。 

 第７、調査事業では、１の各種資料の作成、提供のほか、次の13ページ、２に記載の東

京都国保ハンドブックを発行いたしました。 

 第８、広報活動では、１の機関誌「東京の国保」の発行をはじめ、次の14ページ、５の

ホームページの運営及び公式ツイッターの開設では、迅速な情報提供を行うための広報ツ

ールとして、公式ツイッターを令和４年６月に開設し、ポスターやラジオＣＭによるＰＲ

等について掲載いたしました。 

 第９、医療保険に関する事業の１、診療報酬等審査支払事業では、保険者、広域連合か

ら国保、後期高齢者医療の審査支払に係る業務を受託し、適正、迅速な事務処理に努める

とともに、電子レセプト請求に適切に対応するため、国保中央会と連携し、システムの安

定運用を図りました。 

 (1)の審査委員会の運営では、次の15ページのア、医科部会、歯科部会合わせまして249

人の審査委員により原則、毎月18日から24日までの会期で開催いたしました。 
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 イの審査付議件数は、国保が月平均の合計で約435万件、前年度比100.2％、後期高齢者

医療は月平均の合計で約446万件、前年度比104.8％でございます。 

 以下、18ページ上段まで、診療報酬等に係る審査関係数値でございます。後ほど御覧願

います。 

 18ページ、(2)審査の充実・強化では、審査を効率的、効果的に進めるため、ＩＣＴの

活用と審査事務共助の一層の強化を図りました。アの審査・審査事務共助の充実及び強化

では、都道府県の審査基準における重複や整合性を整理するとともに、全国統一のコンピ

ュータチェック共通項目の設定を令和４年10月に完了し、さらなる審査の充実強化を図り、

効率的な事務処理に努めました。イの職員研修の充実では、研修会の実施により専門知識

の向上に努めました。 

 以下、21ページまで審査関係数値でございます。後ほど御覧願います。 

 次に、22ページをお願いいたします。項番２、療養費等審査事務では、(1)柔道整復療

養費及びあん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費審査委員会を毎月１回開催いたしま

した。 

 以下、23ページまで審査関係数値でございます。後ほど御覧願います。 

 次に、24ページをお願いいたします。上段の３、保険者レセプト管理事務については、

国保、後期の受託状況は御覧のとおりとなっております。 

 次に、第10、国保保険者からの事務受託の１、共同電算処理事業は、アからコまでの事

務を実施いたしました。 

 ２、オンライン資格確認等システムによる電子資格確認等事務は、保険者から電子資格

確認等事務を受託し、資格情報の連携や、オンライン資格確認等システムで管理する資格

情報に基づきレセプトの振替、分割処理を行うなど、同システムと国保総合システム等と

の連携を行いました。 

 続きまして、25ページの３、第三者行為に起因する損害賠償請求収納事務から、27ペー

ジの項番10の海外療養費調査事務等まで、それぞれ実施いたしました。 

 第11、国保保険者標準事務処理システムの運用管理の１、国保事業費納付金等算定標準

システムの運用管理、２の国保情報集約システムの運用管理では、区市町村から当該シス

テムの運用管理業務を受託し、各区市町村が保有する資格情報の集約及び医療保険者等向

け中間サーバーへの連携業務や、区市町村間転居における高額療養費の該当回数を通算す

る管理業務を的確に実施いたしました。 
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 次に、28ページをお願いいたします。第12、東京都後期高齢者医療広域連合からの事務

受託では、１の広域連合電算処理システムの運用及び基盤管理から、30ページの項番９、

後発医薬品利用差額通知データ作成事務まで、それぞれ記載の事務を受託し、実施いたし

ました。 

 続きまして、第13、介護保険に関する事業の１、介護給付費等審査支払事業等では、適

正、円滑な審査支払事務を行いました。 

 (1)介護給付費等審査委員会の運営では、毎月１回開催のほか、介護医療部会、審査部

会を会期外に各１回開催いたしました。次の31ページをお願いいたします。審査委員数は

18人、審査付議件数は月平均約153万件、前年度比103.4％となっております。 

 (2)介護給付費等の支払から、32ページにかけまして、審査支払関連の数値を掲載して

おります。後ほど御覧願います。 

 32ページの(3)介護給付適正化対策事業支援では、保険者に対し、本会が保有する給付

実績情報等を活用したアから、次の33ページのエに記載の取組を実施いたしました。 

 (4)要介護認定等情報経由業務では、本会の給付費明細書情報と保険者の要介護認定等

の情報を中央会経由にて、厚労省へ報告いたしました。 

 33ページの２、保険者事務共同処理事業では、(1)共同電算処理事業から、次の34ペー

ジの(3)第三者行為に起因する損害賠償請求収納事務まで、保険者が行う事務のうち共同

して処理することが効率的な事務を受託して実施いたしました。 

 項番３、苦情処理業務の(1)事業者が行う介護サービスに関する調査、指導及び助言で

は、弁護士や医師等で構成する苦情処理委員会に教示を求め、事業者への指導、助言を行

いました。 

 (2)苦情処理に係る介護保険者及び東京都への支援業務では、アから、次の35ページの

ウまでを実施いたしました。 

 項番４、介護保険事業の円滑な運営に資する業務では、(1)「介護サービス苦情相談白

書」の作成及びホームページへの掲載から、次の36ページの(5)第三者行為損害賠償求償

事務講習会の開催までを実施いたしました。 

 続きまして、第14、障害者総合支援給付等に関する事業を円滑に実施いたしました。 

 少しめくっていただきまして、次に40ページをお願いいたします。第17、風しん追加的

対策に係る抗体検査費用等の請求支払事務は、厚労省からの要請に基づき実施し、第18、

新型コロナウイルス感染症への対応に関する事業は、ワクチン接種費用の請求支払事務な
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どを行いました。取扱状況は御覧のとおりです。 

 次に、41ページをお願いいたします。最下段、第21、ＩＳＯ／ＩＥＣ２７００１認証の

維持・継続に向け取り組みました。 

 以上で事業報告の説明を終わります。 

 引き続きまして、各会計決算を出納課長から説明申し上げます。 

○事務局 出納課長でございます。 

 議決事項、第２号議案から第11号議案の令和４年度各種決算につきましては、別冊２―

２、厚いほうの議案書、43ページから277ページに各会計別の決算数値を記載しておりま

すが、説明は本日机上に配布してございます資料３、令和４年度東京都国民健康保険団体

連合会各会計・勘定別決算概要により御説明申し上げます。 

 それでは、概要の１ページをお願いいたします。ここから２ページ目にかけて各会計・

勘定別決算状況一覧表を載せてございます。 

 表の見方ですが、中央が歳入、その右が歳出、右端が決算残額となります。各会計の合

計は２ページをお願いいたします。 

 こちらの下から２番目の合計欄、左から２列目の歳入の収入済額は３兆6,741億5,802万

7,054円、予算現額に対する収入率は89.4％です。右の歳出の支出済額は３兆6,716億5,60

1万1,810円、執行率は89.4％です。 

 なお、最下段の再掲欄は、介護職員処遇改善支援事業及び福祉・介護職員処遇改善支援

事業分を除いた予算現額並びに収入・支出済額を載せてございます。この支援事業の内容

は、国によるコロナ克服新時代開拓のための経済対策として、介護職員、福祉職員を対象

に収入の３％程度引き上げるための措置を令和３年度政府補正予算における都道府県の事

業として、東京都が本会へ支払事務等を委託して実施する事業となります。 

 ３ページ、４ページは積立金の状況、５ページ以降は各会計勘定の決算状況となってい

ますが、以降は１ページから４ページで御説明をいたします。恐れ入ります、１ページに

お戻りをお願いいたします。 

 まず中央、歳入から、その右の歳出、そして決算残額の順で御説明を申し上げます。 

 それでは、一般会計の歳入の収入済額は88億8,247万5,866円、予算現額に対する収入率

は62.6％です。一般会計の主な収入は、国保保険者に御負担いただいている会員負担金や

繰入金、繰越金です。 

 続いて、右の歳出、支出済額は86億5,386万4,941円、執行率は61％です。主な支出は、
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広報宣伝費、保健事業費等とこれら事業に従事する職員人件費や事務費、維持管理費など

です。令和４年度は、介護職員処遇改善支援事業及び福祉・介護職員処遇改善支援事業に

係る歳入の都支出金と歳出の事業費が見込みよりも下回ったため、収入率、執行率ともに

減少してございます。 

 不用額については、東京都に返還しております。 

 歳入歳出差引残額２億2,861万925円は、決算残額として令和５年度へ繰り越します。 

 以降、各会計も同様に決算残額を翌年度に繰り越しをします。 

 続きまして、診療報酬等審査支払特別会計業務勘定です。収入済額は139億4,569万9,89

1円、収入率は91.5％です。主な収入は、国保と公費負担医療の審査支払手数料や、共同

電算基本処理手数料、審査支払事務に対する東京都補助金、繰入金及び繰越金です。収入

済額の減少の要因は、新型コロナウイルスワクチン接種費用の支払代行に係る事務費が当

初の見込みよりも減少したことによるものです。 

 支出済額は132億4,022万9,069円、執行率は86.8％です。主な支出は、職員人件費や事

務所維持管理費、電算委託管理費、積立資産への積立金等で、この診療報酬以外の各会計

の業務勘定も支出内容は同様ですので、以降の説明では割愛いたします。 

 次に、その下の４つの支払勘定は、保険者などから医療機関等へ本会を経由して診療報

酬等を支払うものです。 

 ４つ目の抗体検査等費用につきましては、風しん抗体検査費用や新型コロナウイルスワ

クチン接種費用において、当初の見込みよりも実績が下回る結果となりました。 

 なお、支払勘定の収入済額と支出済額はほぼ見合いとなっており、このほかの支払勘定

も同様でございますので、以降の説明では割愛いたします。 

 次は、後期高齢者医療事業関係業務特別会計業務勘定です。収入済額は90億4,110万1,5

78円、収入率は97.9％です。主な収入は、審査支払手数料や東京都後期高齢者医療広域連

合からの事務委託金と繰入金、繰越金などです。支出済額は82億3,637万2,117円、執行率

は89.2％です。 

 次は、特定健康診査・特定保健指導等事業関係業務特別会計業務勘定です。収入済額は

８億5,393万3,737円、収入率は126.4％です。主な収入は、特定健診・特定保健指導負担

金や特定健診手数料、繰入金、繰越金などです。支出済額は５億893万9,244円、執行率は

75.3％です。 

 次は、第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計です。収入済額は16億102万
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8,029円、収入率は49％です。主な収入は、損保会社などからの損害賠償金受入金です。

支出済額は16億81万4,566円、執行率は49％です。主な支出は、保険者などへの損害賠償

金支出金です。 

 ２ページをお願いいたします。柔道整復施術料等支払代行業務特別会計です。収入済額

は214億6,642万4,689円、収入率は75.4％です。主な収入は、保険者などからの療養費等

受入金、繰入金です。支出済額は214億6,593万6,075円、執行率は75.4％です。主な支出

は、柔道整復施術所などへの療養費等支出金です。 

 次は、介護保険事業関係業務特別会計業務勘定です。収入済額は17億3,735万5,078円、

収入率は96.8％です。主な収入は、審査支払手数料などの手数料や苦情処理支援事業に対

する東京都補助金、繰越金です。支出済額は15億2,775万5,405円、執行率は85.1％です。 

 次は、障害者総合支援法関係業務等特別会計業務勘定です。収入済額の３億4,445万3,8

85円は主に給付費等審査支払手数料で、収入率は93.8％。支出済額は３億306万2,481円、

執行率は82.6％です。 

 次は、措置費支払代行業務特別会計業務勘定です。収入済額の4,636万1,182円は主に措

置費支払代行手数料で、収入率は102.9％。支出済額は3,419万1,704円、執行率は75.9％

です。 

 次は、退職金特別会計です。収入済額の８億5,103万9,057円は主に退職給付引当資産か

らの繰入金で、収入率は88％。支出済額は８億5,103万7,143円、主な支出は、定年等退職

者25名分の退職手当金と退職給付引当資産積立金で、執行率は87.9％です 

 ３ページをお願いいたします。こちらのページと４ページの表で積立金について御説明

をいたします。 

 まず、左側の区分欄を御覧いただきまして、項番２以外の各積立資産は、国の通知によ

りまして、平成26年度以降、国保連合会が保有できる積立資産として認められたもので、

従来から保有している項番２の財政安定積立金と合わせて６つの資産を保有してございま

す。 

 ４ページをお願いいたします。最下段の合計欄で、令和５年３月31日現在の残高は143

億2,884万2,665円となっています。各積立金の残高は後ほどお読み取りをお願いいたしま

す。 

 以上、資料３をもちまして議決事項２から11までの単式簿記を用いた決算状況の説明は

終わりまして、次の資料４、令和４年度東京都国民健康保険団体連合会各会計別収支計算
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書概要ですが、本会では単式簿記の経理事務をしていますが、国の通知によりまして、公

益法人会計準則にのっとり、ただいま御説明しました単式簿記の会計処理の情報を複式簿

記に当てはめまして財務諸表などを作成したものになります。 

 財務諸表の貸借対照表について御説明申し上げます。恐れ入ります、12ページをお願い

いたします。 

 令和５年３月31日現在での一般会計や各特別会計をまとめた総合計は、左から２列目と

なっております。一番左の科目でローマ数字のⅠ、資産の部といたしまして、現金預金な

どの流動資産、固定資産としまして、退職給付引当資産をはじめとした各積立資産の特定

資産及びソフトウエアなど、その他固定資産を含めた資産合計は3,177億728万2,117円で

す。 

 次に、ローマ数字のⅡ、負債の部といたしまして、リース債務などの流動負債と固定負

債の退職給付引当金の負債合計は3,018億8,708万4,203円です。 

 次に、ローマ数字のⅢ、正味財産の合計金額は158億2,019万7,914円で、負債及び正味

財産合計は、先ほど触れました表の中段にある資産合計と同額の3,177億728万2,117円に

なります。詳細内容の説明は省略いたしますが、決算の参考資料として後ほど御覧願いま

す。 

 続きまして、次の資料５、令和４年度東京都国民健康保険団体連合会財務諸表（実費精

算）決算概要についてでございます。 

 まず、私ども国保連合会の経理事務につきましては、国の通知により保険者に御負担い

ただく手数料は、事務費実費に見合う額として算定し、年度末に剰余が生じた場合には、

その額を翌年度の手数料の額から控除するとされております。剰余の額を翌年度の手数料

から控除することを実費精算と称しておりまして、こちらの資料５をもって令和４年度の

実費精算のありなしについて御説明をいたします。 

 表紙をおめくりいただきまして、１ページ、上段の１、財務諸表作成及び実費精算の経

緯と、下段の２、実費精算額算出までの流れは参考としてお読み取りいただきまして、さ

らにおめくりいただき、２ページをお願いいたします。 

 上段の３、各収益特別会計における差引額（収支差額）ですが、表の項番１の単式簿記

による歳入歳出決算書の差引残額は、記載の各特別会計における業務勘定と支払勘定を合

計した決算残額です。項番２は、項番１の単式簿記による決算情報を複式簿記に転記し作

成した収支計算書の数値となり、最下段Ｃの次期繰越収支差額は、先ほどの項番１の差引
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残額と同額になります。 

 なお、実費精算の判定においては、網かけされたＡの当期収支差額を基に、さらに厚労

省から示された判定表を用いて剰余のありなしを判定いたします。その結果が下段の４、

令和４年度実費精算額の表になりまして、５つの特別会計においてマイナス表示となり、

すなわち剰余が生じず、実費精算が発生せず、翌年度の手数料から控除する額は生じなか

ったというものです。 

 以上が資料５の説明となります。 

 最後に、次の資料６、令和４年度決算一般会計及び各特別会計業務勘定の合計がござい

ますが、こちらは参考として表題の各会計勘定の主な歳出項目を集約した資料となります。

後ほど御覧願います。 

 以上、議決事項２から11の説明を終わります。 

○議長 事務局から説明が終わりました。何か御質疑、御意見等ございましたらお願いい

たします。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 それでは、お諮りいたします。ただいま上程いたしました11議案を原案のとおり決する

ことに御異議ございませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。御異議ないようでございますので、第１号議案から第11号議案

までは原案どおり決定することといたします。 

 次に、第12号議案、令和５年度障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算補正

についてを議題に供します。事務局から説明を願います。 

○事務局 経理課長でございます。 

 恐れ入ります、議案書２―１の17ページをお開き願います。第12号議案、令和５年度障

害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算補正についてでございます。 

 はじめに、提案の趣旨です。国が実施する児童発達支援事業所等利用者に対する支援に

ついて、現在、就学前の障害児への支援として、事業所などを利用した際の負担額を３歳

から５歳までの児童は無償とし、０歳から２歳までの児童で第２子の場合は半額になるな

どの軽減措置が実施されております。 

 今般、東京都において、本年10月から独自の支援として、０歳から２歳の第２子以降の

負担を無償とする追加の支援を開始することに伴い、東京都からの依頼に基づき、対象者
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のデータ抽出等を行うことから、東京都からの委託金を受け入れ、システム改修をするた

め予算補正を行うものであります。 

 21ページの事項別明細書をお願いいたします。左側の歳入では、４款、都支出金、２項

１目、国民健康保険団体連合会委託金、科目を新設し、補正額は452万円となります。右

側の歳出では、１款、総務費、１項２目、一般管理費を増額し、補正額は歳入と同額の45

2万円となります。 

 恐れ入ります、ここでお手元に配布してございます資料７を御覧願います。これは、国

の通知により国保連合会に対して定められた財務諸表の１つ、収支補正予算書でございま

す。本日上程いたしました単式簿記による補正予算を複式簿記に置き換えたものでござい

ます。 

 表紙をおめくりいただきますと、表の欄外左上に会計名称を載せてございます。恐れ入

ります、４ページ目の障害者総合支援法関係業務等特別会計を御覧願います。表の左から

２列目に当初予算額を、その右側１つ飛ばして補正額（７月）として、ただいま上程しま

した補正予算をそれぞれ科目ごとに当てはめたものでございます。 

 恐れ入ります、ページをお戻りいただきまして、１ページ目を御覧願います。こちらに

は、先ほどの報告事項２、理事の専決処分にて総務部長から御説明申し上げました、４月

に行った診療報酬等審査支払特別会計の予算補正を載せてございます。内容につきまして

は先ほどと重複いたしますので、説明を省略させていただきます。後ほど御覧いただけれ

ばと存じます。 

 以上、第12号議案、歳入歳出予算補正の説明を終わります。 

○議長 事務局の説明が終わりました。御質疑、御意見等ございましたらお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 それでは、お諮りいたします。本案件を原案どおり決することに御異議ございませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。御異議なしということでございますので、第12号議案は原案ど

おり決定することといたします。 

 次に、第13号議案、診療報酬等請求事件に係る和解についてを議題に供します。事務局

から説明を願います。 

○事務局 審査第１部長でございます。 
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 恐れ入ります、議案書２―１の23ページをお願い申し上げます。第13号議案、診療報酬

等請求事件に係る和解についてでございます。 

 提案の趣旨です。本会が係争中の事件において、和解をするため、国民健康保険法第86

条において準用する同法第27条第１項第７号の規定により、総会の議決を求める必要がご

ざいます。 

 25ページをお願い申し上げます。１、和解の相手方は、医療法人社団■■■■代表者

■■■■氏です。 

 ２、事案の内容です。(1)原告が大田区に開設、運営する保険医療機関から請求を受け

た平成29年３月から同年９月診療分までの間に係る被保険者８名に対する診療報酬請求24

件分のうち、夜間及び深夜往診加算の請求944万7,000円を本会が設置する診療報酬審査委

員会の審査において減額査定を行いました。 

 減額査定の理由は、当該保険医療機関のレセプトを通覧審査した結果、連日にわたる同

時刻での夜間及び深夜往診が多く、必要な詳記を求め返戻するも、具体的な内容の説明は

なされませんでした。また、詳記から医師が往診する必要性が見受けられず、常駐の看護

師等で対応が可能であると判断し、頻回な夜間等の往診を行っていることに対し、夜間往

診加算543回、深夜往診加算８回を減額査定いたしました。 

 (2)主な争点です。①原告は、医師法第19条第１項の応召義務を主張しており、②被告

である本会は、本件について医師が赴いて診療する必要性が詳記内容から見受けられない

ことを主張しております。 

 ３、和解の内容でございますが、(1)被告は原告に対し、本訴の請求額944万7,000円の

うち、本件診療報酬債務として88万7,000円の支払義務があることを認めるというもので

す。 

 以下、次の26ページまでの内容についてはお読み取りください。 

 和解案の提示に当たっては、裁判所から、医学的見地から見た診療行為の必要性につい

ての考え方が示され、カルテに基づき診療の必要性があると認められる場合を除き、おお

むね本会の主張が認められ、仮に和解が成立しない場合でも、判決も同様となる可能性が

高いこと、本会顧問弁護士からも、本和解案については勝訴的内容である旨の見解が示さ

れていること、さらには、審査委員会及び当該診療報酬の負担者である東京都後期高齢者

医療広域連合の理解が得られていることから、これらを総合的に判断した結果、和解案に

ついて本総会に上程するものでございます。 
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 なお、今後は、本議案の承認をいただけましたら、８月上旬に和解する方向で進めてま

いりたいと考えております。 

 今後も保険者等並びに審査委員の先生方の御理解と御協力をいただきながら、適正な審

査業務に努めてまいりますので、御理解のほどよろしくお願いを申し上げます。 

 説明は以上でございます。 

○議長 事務局の説明は終わりました。何か御質疑、御意見等ございましたらお願いいた

します。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 それでは、お諮りいたします。本案件を原案のとおり決することに御異議ございません

か。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。御異議ないようでございますので、第13号議案は原案どおり決

定することといたします。 

 次に、第14号議案、役員の選任についてを議題に供します。事務局から説明を願います。 

○事務局 恐れ入ります、議案書２―１、27ページをお願い申し上げます。第14号議案、

役員の選任についてでございます。 

 別紙のとおり役員の選任を求めるものでございます。 

 29ページをお願い申し上げます。本総会におきまして、任期満了に伴う役員の改選を行

うこととなります。 

 １の保険者を代表する役員につきましては、本会規約第21条に従い、同条の２第１項の

規定により、特別区、市町村、国民健康保険組合保険者をそれぞれの選挙区として選挙し、

総会において選任することとなっております。その選挙結果につきましては、29ページ、

30ページに記載のとおり、各選挙区から御報告をいただいております。 

 ２の学識経験者である役員につきましては、ここにお示ししておりますとおり、理事４

人、監事１人の選任をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。保険者の各選挙区から選出されました役員の方々は、

ただいま事務局の説明のとおりでございます。説明のとおり選任することに御異議ござい

ませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 
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 ありがとうございます。 

 それでは、保険者代表であります理事及び監事につきましては、原案のとおり選任する

ことに決定いたします。 

 続きましては、学識経験者であります理事及び監事の選任についてお諮りいたします。 

 その選出方法についてはいかがいたしましょうか。 

     （「議長一任」の声あり） 

 ただいま議長一任のお言葉をいただきました。議長にお任せいただいてよろしいでしょ

うか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。 

 それでは、事務局から何か提案がございますでしょうか。  

○事務局 大変僣越ではございますが、事務局から提案をさせていただきたいと思います。 

 ただいま案をお配りいたしますので、しばらくお待ちください。 

     （資料配布） 

 冒頭、理事長の御挨拶にもございましたが、現在、本会を取り巻く情勢は目まぐるしく、

改革工程表に基づく審査基準の統一や、支払基金とのシステムの共同開発、共同利用に向

けた推進など、大きな改革を進めていく中で、大変重要な時期を迎えていると認識してお

ります。 

 このような状況に鑑み、事務局としましては、現在の学識経験者の役員であります、理

事として佐藤広氏、桃原慎一郎氏、水田博氏、入澤幸氏の４名と、監事として松永哲郎氏、

以上の方々にお願いしたいというものでございます。 

 お取り計らいのほど、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。ただいま事務局から提案がございました。それでは、

事務局からの提案をお諮りしたいと思います。学識経験者の理事及び監事の選任につきま

して、今お配りした資料に記載の方々とすることに御異議ございませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。 

 それでは、学識経験者の理事及び監事につきましては、事務局の説明のとおり選任する

ことといたします。 
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 次に、ただいま選任いただきました理事から、理事長、副理事長、専務理事及び常務理

事の選出を行う必要がございます。本来であれば、新しい理事の任期であります８月１日

以降に理事会を開催して四役を選出することとなるわけでございますが、本日、新しい理

事がおそろいでございますので、大変恐縮ではございますが、総会を休憩させていただき

まして、別会場にて理事による四役を互選するための理事会を開催させていただきたいと

思います。 

 しばらくの間、休憩させていただきますので、よろしくお願いい申し上げます。 

 

再  開（午後３時15分～） 

 

○議長 大変お待たせをいたしました。それでは、総会を再開させていただきます。 

 ただいま別室におきまして開催されました第２回理事会の結果につきまして、議長を務

めていただきました佐藤広様から御報告をお願いいたしたいと思います。 

○理事会議長 ただいま別室において開催をいたしました令和５年度第２回理事会におき

まして審議されました理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選出結果を御報告申し

上げます。 

 理事長には、私、佐藤広、副理事長には練馬区長・前川燿男様、多摩市長・阿部裕行

様、東京食品販売国民健康保険組合理事長・鵜飼良平様、専務理事には桃原慎一郎様、常

務理事には水田博様、以上の方々を選出いたしました。 

 報告は以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。 

 これをもちまして人事案件は全て決定をいたしました。皆様に御協力いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 これで議決事項は全て終了いたしましたが、ここで審査支払手数料及び会員負担金につ

いてを御説明いたします。これは、去る７月24日の理事会でも御説明した内容となります。

事務局から説明を願います。 

○事務局 ここで少しお時間を頂戴いたしまして、審査支払手数料等及び会員負担金の見

直しについて触れさせていただきます。お配りしております資料、表題が審査支払手数料

等及び会員負担金の見直しについて（案）を御覧願います。 

 お配りした資料の３枚目は、昨年11月に保険者様の各種会議でお示ししたもので、本会
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財政が厳しい状況のため、令和６年度以降の各種手数料の見直しが必要になることを御説

明申し上げました。 

 今年度に入り、特別区、市町村の国保担当課長会や国保組合連絡協議会で、国保事業に

おける令和６年度以降に御負担いただく各手数料や会員負担金における賦課方法の見直し

案を御説明申し上げております。また、後期高齢者医療分の見直し案についても関係団体

へ御説明申し上げてございます。 

 それでは、資料１枚目の６行目からを御覧願います。現在、令和６年更改に向けた対応

を行っておりますが、主な要因としては、クラウド化への移行や受付領域の共同利用の実

現に向けた対応により、開発経費や保守運用費用の大幅な増額が見込まれております。シ

ステム開発費は、国保連合会等が保有する積立資産等を充てても財源不足が生じることと

なりましたが、これについては不足額に対して※書きの額が国庫補助として措置されまし

た。 

 稼働後の保守運用費用も当面の間、増額することが見込まれており、これにつきまして

も国への財政支援を要請していく必要があると考えておりますが、先般、国保中央会から、

システム更改に係る費用として厚労省等に国庫補助の要請をしたところでございます。 

 次に、本会の財政基盤の状況ですが、改革工程表の対応に伴う歳出経費の大幅な増加と、

国保の被保険者数の減少により本会手数料収入が減少していくことが見込まれ、大変厳し

い状況にございます。 

 本会は、これまでも職員定数適正化計画による執行体制の整備やＩＣＴの活用促進によ

る業務の効率化に努めてまいりましたが、安定的な事業運営、保険者サービスを継続する

ためには、保険者の皆様を取り巻く状況が厳しい中でのお願いとなりますが、各種手数料

の見直しや一般会計における会員負担金の賦課方法の見直しが必要な状況にありますこと

を御理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 今後、必要経費の精査や経費削減等の取組を整理し、本年11月の大綱予算に向けて、上

限単価の低減に取り組んでまいります。 

 続きまして、２ページ目を御覧願います。令和６年度の各種手数料の上限単価等の案と

なります。国保及び後期の特別会計では、審査支払手数料、共同電算の基本手数料、レセ

プト管理手数料をそれぞれ記載のとおりの引上げをお願いするものでございます。 

 次に、下段の一般会計の会員負担金については、賦課方法の見直しとなります。現在の

賦課方法、被保険者１人当たり単価に被保険者数を乗じた額を御負担いただいております
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が、６年度以降は３年間同額の賦課額とし、各保険者の賦課額は被保険者数を基に按分し

た額を御負担いただき、３年ごとに見直しを行う方法となります。 

 なお、保険者の皆様の予算編成に当たりまして、現時点で提示可能な各手数料の単価等

になりますが、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 説明は以上でございます。 

○議長 事務局の説明は終わりました。御質疑、御質問等ございましたらお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 各種手数料につきましては、今回は上限単価ということですので、事務局におかれまし

ては、今後、最終的な単価を示す際には、引き続き保険者に対して丁寧な説明をしていた

だくようお願いいたします。 

 以上をもちまして、本日予定しておりました案件は全て終了いたしました。 

 それでは、先ほど新たな役員が選出されましたので、ここで新役員を代表して、理事長

の佐藤広様から御挨拶をお願いいたします。 

○理事長 ありがとうございます。このたびの改選によりまして、８月１日から前期に引

き続きまして理事長を拝命することとなりました。大変光栄でございますが、同時に責任

の重さを痛感しているところでございます。 

 これまでの間、お力添えを賜りました加藤副理事長さんをはじめ５名の理事の方が今回

退任をされました。皆様方には、国保連合会の運営に関しまして誠に御尽力を賜ったこと、

心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 また、港区の武井区長さんには、長い間、副理事長としてお力添えを賜りました。来期

も理事としてお願いするということになりますが、引き続きどうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 そして、本日出席をいただいております狛江市長の松原様、東京都弁護士国民健康保険

組合理事長の矢吹様をはじめ、新しく理事に御就任される皆様、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

 今後とも保険者をはじめ東京都並びに関係団体の御理解、また御指導を賜りながら、円

滑な事業運営に努めてまいります。相変わりませぬ御指導、また御協力を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げまして、簡単ではございますけれども、挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 
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○議長 それでは、最後に、私から、副理事長退任に当たりまして、一言御挨拶を申し上

げます。 

 改めまして、副理事長を拝命しておりました港区長の武井でございます。令和元年８月

から４年間、佐藤理事長をはじめ理事、会員の皆様にお力添えをいただきまして、副理事

長を大過なく務めることができました。皆様方の御協力に心から御礼を申し上げますとと

もに、今後も理事といたしまして微力ながら国保連合会の運営に携わってまいります。引

き続きよろしくお願いいたします。 

 また、冒頭、佐藤理事長の御挨拶にもありましたが、本年５月には全世代型社会保障構

築のための改正法が成立いたしました。医療保険制度を取り巻く環境は大きく変化をして

おります。私も皆保険制度を支える保険者の長として、しっかりと責任を果たしてまいり

たいと存じます。 

 最後に、保険者及び国保連合会の皆様方におかれましては、これからの社会保障制度の

担い手として御活躍されますことを祈念いたしまして、副理事長退任の御挨拶とさせてい

ただきます。どうもありがとうございました（拍手）。 

 

閉  会（～午後３時24分） 

 

○議長 ありがとうございました。皆様方には長時間にわたり御審議をいただき、また、

議事の円滑な進行に御理解と御協力を賜りましたことに感謝を申し上げまして、本総会を

閉会といたします。本日は誠にありがとうございました。 


